明曠についての基礎的研究　事績ならびに『天台菩薩戒疏』を中心に by 大津 健一 & Ken\u27ichi OHTSU















































5　 明曠疏を正面から扱ったのが平 1968 であり、最澄への影響を論じたのが小寺 1966
である。他に次のような枠組みのもと、検討対象の諸著作に明曠疏を含めた論考が
存在する。天台宗における戒観の変遷については石田 1976 など、『梵網経』の諸注
釈書の考察については石田 1986c、小寺 1973、吉津 1991 など、戒儀の比較について
は久野 1933、大野 1936、石田 1986b、平 1955、土橋 1960、佐藤 1976 などがある。
また、村上 2016 は明曠疏と『天台八教大意』の成立の前後を論じている。






















　叙曰。明曠生地、洲 7 属天台。県隣章安、洲 8 界 9 括婺 10。天台五葉、継踵
三洲 11。豈無宿曾見聞、今方忻 12 遇者。自玄髫 13 之歳、問道東南。弱冠之年、
客 14 住剡邑。円具纔畢、北面於国清。海寇 15 馮陵 16、従師 17 常閏。既逾一紀、
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疏を執筆した上で 777 年 2 月には書き終えていることから考えると、遅くと
も 765 年より前となる。また文脈から少なくとも、師と共に反乱を避けた時
期が十二年余の期間に入っていることは確かなため、起点は反乱が起こった
とされる 762 年以前であろう。なお、反乱を避けた湛然は 764 年に天台山に
戻ってきたとされているので、明曠の十二年余という期間は、全てが反乱に
よる逃避に当たるわけではないと考えられる。
32　 日比（1966,73-78）は、湛然が 770 年に舒州を訪れた道程として潤州付近を通っ
ていると想定しており、明曠が同道していた可能性も考えられる。だだその場合、
反乱からの逃避との関係からは離れる。








































































































































37　 注 33 を参照。
38　 国文学研究資料館にてマイクロフィルムを所蔵。
39　 国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル コ レ ク シ ョ ン（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1288469）にて公開している。
明曠についての基礎的研究 （ 99 ）
（1536-1643）が刊行した天海版一切経に使用されている活字と同じものが使
われているが、天海版一切経には収録されていないことから、一切経とは別




















































を 664 年から 686 年と推定している。



























































































○ ○ ○ ○ ○
梵網経菩薩心地品　または　梵網経盧舎那仏所説心地法門釈迦牟尼仏所説十無尽蔵戒品
義寂疏
○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩十重四十八軽戒心地品第十
勝荘記
○ ○ ○ ○ ○ ○
※本文中になし
法蔵疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩十重四十八軽戒一巻
明曠疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩心地十重四十八軽戒品第十
法銑疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※本文中になし
太賢記
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